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そ
し
て
、
東
京
都
に
お
け
る
病
院
の
地
位
向

上
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
努
力
い
た
す
所
存

で
す
。
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１：フィッシング
　フィッシングとは、実在するクレジットカー
ド会社やショッピングサイトのほか、運送会社、
金融機関、官公庁等を騙り、メールや SMS で
不特定多数の人にメッセージを送ってフィッシ
ングサイト（本物に酷似した偽サイト）に誘導、
ID・パスワードのアカウント情報やクレジット
カード情報等を入力させて盗む手口です。
　盗まれた情報は、不正送金や商品購入等の犯
罪に使われ、他のサービスで同じパスワードを
使用していると、被害が拡大することがありま
す。フィッシング対策協議会によると、2022
年中の国内のフィッシング報告件数は 96 万
8832 件と過去最高で、本年６月の月別報告件
数は約 15 万件と、こちらも過去最高となって
います。
　フィッシング被害に遭わないためには、▽OS
やセキュリティ対策ソフトは最新にしておく、
▽URL を安易にクリックしない、▽メールで促
されて個人情報を入力しない、▽サイトへのア
クセスは公式アプリや正規サイトから行う、▽

   定期コラム

サイバーセキュリティ対策最新報告
第4回「日常に潜むサイバー犯罪」

パスワードの使い回しをしない──などが挙げ
られます。

２：サポート詐欺
　サポート詐欺とは、パソコンに、「ウイルス
に感染しています。すぐにサポートに連絡して
ください」などの警告画面が現れて、表示され
ている電話番号に電話をすると、ウイルス駆除
のサポート料と称して、コンビニで販売してい
る電子マネーカードの購入や、インターネット
バンキングでの支払いを指示されるというもの
です。
　警告画面が出ると同時に、パソコンから警告
音が鳴り始めることがありますが、犯人がユー
ザーを不安にさせるためのものですので、冷静
に対処してください。サポート詐欺に遭わない
ために最も大切なのは、「警告画面に表示され
た電話番号に電話しない」ことです。
　また、万が一、表示された電話番号に電話し
てしまった場合でも、相手の指示には従わず、
①アプリ（遠隔操作ソフト）をインストールし

ない、②電子マネーを買いに行かない、③インタ
ーネットバンキングで送金しない──ことが重
要です。

３：Fortinet 社製 VPN機器の脆弱性情報
　２月号の本コラムでは、Fortinet 社製 VPN
機器の脆弱性（CVE-2018-13379）について
お知らせしましたが、その後、同機器の新たな
脆弱性（CVE-2023-27997、CVE-2023-333
08）が公表されています。
　いずれの脆弱性も深刻度が高く、放置された
場合、重大な被害が及ぶおそれがありますので、
ご自身の病院で使われている VPN 機器の脆弱
性の有無を、ホームページ等で再度ご確認いた
だくようお願いします。
　今回は、全国的に多発している「フィッシン
グ」と「サポート詐欺」を取り上げましたが、
個人だけでなく、企業・団体にも被害が及んで
います。業務中に不審なメールが着信したり、
警告画面が出たりした場合には、システム担当
者に速やかに報告してください。

　

今
期
（
２
０
２
３
年
）、
東
京
都
病
院
協

会
理
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
板
橋
区
に

あ
る
医
療
法
人
財
団
朔
望
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
病
院
院
長
の
東
海

林
豊
で
す
。
理
事
と
い
う
重
責
の
任
命
を
受

け
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
２
年
前

ま
で
や
は
り
都
病
協
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
改
め
て

復
帰
し
た
形
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
院
長
を
務
め
る
病
院
は
、
板
橋
区
高

島
平
周
辺
の
地
域
医
療
を
担
う
病
院
で
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
・
療
養
病
棟
１
４
５
床
を
有
し

て
お
り
ま
す
。急
速
に
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

求
め
ら
れ
る
医
療
の
質
が
急
激
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
に
伴
っ
て
今
ま
で
と
は
違
っ
た
悩
み
が

湧
き
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
同
じ
よ
う
な
診
療
体
制
を
取

っ
て
い
る
病
院
は
、
同
様
な
変
化
と
悩
み
を

抱
え
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

受
診
す
る
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
様
、
働
く
ス

タ
ッ
フ
の
意
識
が
大
き
く
地
軸
が
動
く
か
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
悩
み
を
会
員

の
病
院
様
と
一
緒
に
解
決
で
き
れ
ば
幸
甚
で

あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
、「
心
理
的
安
全
性
」

を
大
き
な
命
題
と
し
て
掲
げ
て
職
場
環
境
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

前
回
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

際
に
、「
医
政
な
く
し
て
医
療
無
し
」
並
び

に
「
病
院
の
経
営
者
に
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

が
必
要
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
河
北
博
文

名
誉
会
長
は
じ
め
、
諸
先
輩
か
ら
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
変
化
が
訪
れ
て
い
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
再
認
識
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
医
師
会
や
東
京
都
の
会
議
に
多
忙

で
あ
っ
た
猪
口
正
孝
会
長
が
、
今
期
か
ら
都

病
協
に
専
念
す
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
都
病
協
で
し
か
成
し
得
な
い
も
の
は
、

「
①
病
院
の
未
来
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
そ

れ
を
実
現
す
る
、②
医
療
制
度
の
よ
り
よ
き

改
善
を
行
政
と
と
も
に
成
す
」
と
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
、
東
京
の
病
院
の
未
来
の
た
め
世
の
中

に
よ
き
こ
と
を
成
す
一
躍
を
担
え
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
前
と
同

様
、竹
川
勝
治
委
員
長
の
も
と
、渉
外
・
広
報
・

会
員
組
織
委
員
会
委
員
と
し
て
貢
献
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。
広
報
を
英
語
で

は
、Public Relations

（
Ｐ
Ｒ
）
と
言
い
、

玉城　成雄

東海林　豊

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新
任
の
ご
挨
拶

複
数
形
で
す
。
都
病
協
の
知
名
度
を
上
げ
る

た
め
の
情
報
発
信
を
す
る
だ
け
な
く
、
外
部

の
関
係
者
と
の
よ
り
よ
い
関
係
を
つ
く
る
こ

と
も
任
務
で
、
情
報
発
信
だ
け
の
一
方
通
行

で
は
な
い
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
の
医
療
に
は
、
病
院
の
存
在
が
何

物
に
も
替
え
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
都
病
協
の
知
名
度
を
上

げ
て
い
く
こ
と
に
、
多
方
面
か
ら
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
浅
学
菲
才
の
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
衛
生
文
化
協
会
城
西
病
院
理
事
長

玉
城
　
成
雄

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新
任
の
ご
挨
拶

医
療
法
人
財
団
朔
望
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
病
院
院
長

東
海
林
　
豊

投
入
し
、
施
設
の
質
お
よ
び
機
能
の
維
持
・

向
上
の
た
め
に
相
応
の
設
備
投
資
は
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
病
院
と
い
う
大
規
模
か

つ
複
雑
な
組
織
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
人

材
獲
得
、
設
備
投
資
、
資
金
繰
り
な
ど
の
課

題
は
恒
常
的
に
存
在
し
、
経
営
者
に
と
っ
て

悩
み
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
今
回
我
々
が
経
験
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
初
期
の
よ

う
に
、
突
発
的
に
生
じ
、
緊
急
性
の
高
い
、

し
か
も
個
々
の
病
院
ま
た
は
特
定
の
地
域
だ

け
で
は
対
処
で
き
な
い
よ
う
な
難
題
に
は
、

病
院
団
体
と
し
て
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
各
所
と
の
意
見
調
整
を
行
い
、
最
善
策
を

模
索
し
、
速
や
か
に
実
行
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
猪
口
正
孝
会

長
が
都
内
病
院
の
代
表
と
し
て
東
京
都
と
協

議
し
て
い
る
姿
を
メ
デ
ィ
ア
で
拝
見
し
、
大

変
心
強
か
っ
た
で
す
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
声
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
声
が
集
ま
れ
ば
大
き
な

力
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
会
員
病
院

の
有
す
る
課
題
を
東
京
都
病
院
協
会
で
共
有

し
、
少
し
で
も
解
決
す
る
よ
う
前
進
さ
せ
、

　

地
球
環
境
の
異
常
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る
有
史
以
来
の
最
高
気
温
が
続
い
て
い
る
現

状
に
お
い
て
、Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ（
暑
さ
指
数
）※
な

ど
を
利
用
し
た
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
熱
中
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

を
提
言
い
た
し
ま
す
。

　

今
夏
、
日
本
は
地
球
環
境
の
異
常
に
起
因

す
る
と
思
わ
れ
る
猛
暑
が
続
い
て
お
り
、
熱

中
症
を
は
じ
め
と
す
る
熱
関
連
障
害
へ
の
リ

ス
ク
が
か
つ
て
な
く
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
緊
急
の
事
態
に
対
応
す
る
た

め
、
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
な
ど
の
経
営
者
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
屋
外
フ
ェ
ス
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
屋
内

外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
に
対

し
て
、
参
加
者
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
を

第
一
に
考
え
た
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら

わ
れ
な
い
熱
中
症
対
策
を
と
る
こ
と
を
提
言

い
た
し
ま
す
。
以
下
に
、
具
体
的
な
対
応
策

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

１　
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
計
測
と
監
視

・ 

各
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
、Ｗ

　
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
測
機
器
の
設
置
と
適
切
な
計

　
測
・
監
視
を
行
い
環
境
省
の
暑
さ
指
数
※

　
に
基
づ
い
た
対
応
の
遂
行
。

・ 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
を
常
に
把
握
し
、
熱
中
症
リ

　
ス
ク
が
高
ま
っ
た
場
合
に
は
早
急
に
対
応

　
策
を
実
行
。

２　
熱
中
症
対
策
の
徹
底

・ 

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
水
分
や
塩
分
の
補

　
給
や
休
憩
の
頻
度
を
適
切
に
管
理
。

・
フ
ァ
ン
付
き
ウ
エ
ア
等
、
新
し
い
テ
ク
ノ

　
ロ
ジ
ー
の
採
用
。

３　
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
帯
と

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

・
高
温
時
間
帯
を
避
け
る
た
め
に
、
イ
ベ
ン

　
ト
の
時
間
帯
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
朝
や

　
夜
間
に
開
催
す
る
こ
と
や
、
開
催
地
を
変

　
更
す
る
な
ど
の
工
夫
。

・
特
に
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン

　
ト
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
涼
し
い
時
間
帯

　
に
実
施
す
る
よ
う
配
慮
。

４　
必
要
な
情
報
の
提
供

・ 

参
加
者
や
利
用
者
に
対
し
て
、Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

　
値
や
熱
中
症
対
策
に
関
す
る
適
切
な
情
報

　
提
供
。

・ 

熱
中
症
予
防
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
啓
発

　
活
動
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
熱
中

症
に
よ
る
健
康
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
経
営
者
や
主
催
者
に
は
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
社

会
全
体
の
協
力
と
行
動
に
よ
っ
て
、
熱
中
症

死
亡
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
無
作
為
で
は
責
任
を
果
た
せ
ま

せ
ん
。
地
球
環
境
の
変
動
に
対
す
る
対
応
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
共
同
の
責
任
で
す
。

　

引
き
続
き
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
地
域
社

会
全
体
で
熱
中
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
た
び
、
２
０
２
３
年
度
定
時
総
会
に

て
本
協
会
理
事
に
選
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
一
般
社
団
法
人
衛
生
文
化
協
会
城
西
病

院
理
事
長
の
玉
城
成
雄
で
す
。

　

当
院
は
１
９
４
９
年
に
区
西
部
二
次
医
療

圏
で
あ
る
杉
並
区
荻
窪
、
環
状
八
号
線
と
青

梅
街
道
の
交
差
す
る
四
面
道
に
て
開
設
し
ま

し
た
。
主
に
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
か
ら
サ
ブ

ア
キ
ュ
ー
ト
に
対
応
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
50
床
、
長
期
療
養
に
対
応
す
る
療
養
病
床

49
床
、
全
99
床
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
病
院
を

は
じ
め
、
在
宅
診
療
、
デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
さ
ら
に
施
設

お
よ
び
巡
回
健
診
、
保
健
指
導
と
い
っ
た
予

防
医
療
に
も
注
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
大
学
卒
業
後
、
消
化
器
内
科

医
と
し
て
11
年
間
、
大
学
病
院
お
よ
び
関
連

病
院
で
研
さ
ん
を
積
み
、
２
０
０
８
年
７
月

か
ら
当
院
に
入
職
、
13
年
６
月
よ
り
当
法
人

理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

本
協
会
と
の
直
接
の
関
わ
り
は
、
大
久
野

病
院
の
進
藤
晃
先
生
の
推
薦
で
、
20
年
に
慢

性
期
医
療
委
員
会
委
員
を
拝
命
し
て
以
来
と

な
り
ま
す
。
同
委
員
会
の
活
動
を
通
じ
、
本

協
会
が
会
員
病
院
に
対
し
有
益
な
情
報
を
提

供
す
る
以
外
に
も
、
都
内
病
院
の
地
位
向
上

に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

医
療
は
社
会
の
公
器
で
あ
り
、
規
制
産
業

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院

は
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
り
、
さ
ら
に
装
置

産
業
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
公
共
性
の

高
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
各
種
の
厳
格
な
規

制
下
に
置
か
れ
て
い
る
医
療
で
す
が
、
と
り

わ
け
病
院
に
お
い
て
は
、診
療
所
と
異
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
性
の
高
い
人
材
を
数
多
く

　

２
０
２
０
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
と
も
な
い
、
こ
れ

ま
で
二
度
に
わ
た
り
都
内
病
院
の
経
営
状
況

の
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。ま
た
、

関
連
項
目
と
し
て
、
20
年
度
は
人
材
確
保
や

集
患
状
況
、
21
年
度
で
は
補
助
金
の
申
請
・

活
用
状
況
な
ど
も
調
査
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
年
度
は
、
経
営
状
況
の
経
年
比
較
を
行
う

と
と
も
に
、
昨
今
の
世
界
情
勢
に
よ
る
燃
料

価
格
お
よ
び
物
価
の
高
騰
等
に
よ
る
病
院
経

営
の
影
響
に
つ
い
て
、
電
気
代
、
ガ
ス
代
、

入
院
時
食
事
療
養
費
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
調
査

結
果
を
中
心
に
解
説
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
病
院
の

属
性
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
：
都
内
６
３
０
病
院

回
答
：
１
２
８
病
院
（
20
・
３
％
）

開
設
主
体
：
医
療
法
人
58
・
６
％
、
国
立
・
公

立
（
独
立
行
政
法
人
を
含
む
）
14
・
１
％
、
大

学
病
院
９
・
４
％
、
一
般
社
団
・
財
団
８
・
６
％
、

社
会
福
祉
法
人
３
・
９
％
、
そ
の
他
５
・
５
％

病
床
数
：
１
０
０
床
未
満
21
・
１
％

１
０
０
床
以
上
２
０
０
床
未
満
27
・
３
％

２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
13
・
３
％

３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満
14
・
８
％

４
０
０
床
以
上
５
０
０
床
未
満
10
・
９
％

５
０
０
床
以
上
12
・
５
％

　

な
お
、
本
調
査
か
ら
約
半
年
前
の
22
年
６

月
、
東
京
都
病
院
協
会
で
は
会
員
病
院
を
対

象
に
22
年
４
月
分
と
21
年
４
月
分
に
お
け
る

電
気
代
、
ガ
ス
代
の
同
月
比
較
調
査
を
行
い

ま
し
た
（
会
報
第
３
０
４
号
掲
載
）。
こ
の

調
査
は
１
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
の
比
較
だ

っ
た
た
め
、
今
回
は
長
期
的
な
変
化
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
季
節
変
動
な
ど
も
踏
ま
え
た

影
響
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
都
内
病
院
に
お
け
る

電
気
代
・
ガ
ス
代
の
推
移

　

は
じ
め
に
、
物
価
高
騰
の
影
響
の
有
無
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
99
・
２
％
と
ほ
ぼ
全
て

の
回
答
病
院
か
ら
「
影
響
あ
り
」
と
の
ご
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
物
価
高
騰
で

す
が
、
食
材
費
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
も
院
内
の
電
気
代
・
ガ
ス
代
か
ら
救

急
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
ま
で
幅
広
く
、
そ

う
し
た
細
か
い
項
目
が
積
も
っ
て
い
き
経
営

全
体
へ
の
影
響
と
し
て
表
れ
て
い
る
病
院
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

病
院
は
公
定
価
格
の
た
め
、
収
益
の
担
保

に
は
コ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
一
番
大
き
な
コ
ス
ト
は
人
件
費
で
す

が
、
昨
今
の
賃
金
上
昇
の
流
れ
も
あ
り
抑
制

は
難
し
い
で
す
。
よ
っ
て
、
各
医
療
機
関
で

は
そ
れ
以
外
の
項
目
で
の
経
費
削
減
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
実
際
の
電
気
代
、
ガ

ス
代
の
変
化
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
22
年
度
上
半
期
の
病
床
規
模
別
１

床
当
た
り
の
電
気
料
金
は
、
１
０
０
床
未
満

の
病
院
が
14
万
１
０
０
０
円
だ
っ
た
の
に
対

し
、
５
０
０
床
以
上
の
病
院
は
29
万
１
０
０

０
円
と
、
規
模
の
大
き
い
群
と
小
さ
い
群
で

２
倍
以
上
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
21
年
度
上
半
期
と
22
年
度
上
半
期

を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
病
床
規
模
で
も

８
割
以
上
が
「
増
加
し
た
」
と
回
答
。
具
体

的
な
変
化
幅
に
つ
い
て
は
、
１
０
０
床
未
満

の
病
院
か
ら
３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満

の
病
院
ま
で
は
「
20
％
〜
50
％
未
満
」
と
回

答
し
た
割
合
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
し

た
（
図
１
）。

　

一
方
、
４
０
０
床
以
上
５
０
０
床
未
満
の

病
院
は
「
20
％
〜
50
％
未
満
」
が
42
・
９
％
、

「
50
％
以
上
」
が
42
・
９
％
で
拮
抗
し
、
５

０
０
床
以
上
の
病
院
は
「
50
％
以
上
」
が

75
・
０
％
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
21
年
度
と
比
べ
、
中
小
病
院
の
半

数
以
上
が
少
な
く
と
も
１
・
２
倍
以
上
、
５

０
０
床
以
上
の
大
病
院
に
至
っ
て
は
全
体
の

４
分
の
３
が
１
・
５
倍
以
上
の
電
気
代
の
値

上
げ
を
実
感
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、節
電
の
取
り
組
み
の
実
施
状
況
は
、

「
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
」「
未
使
用
時
の
消
灯
の

徹
底
」「
空
調
設
定
温
度
の
見
直
し
」
な
ど

の
回
答
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
22
年
度
上
半
期
の
病
床
規
模
別

１
床
当
た
り
の
ガ
ス
料
金
は
、
１
０
０
床
未

満
の
病
院
で
２
万
９
０
０
０
円
、
５
０
０
床

以
上
の
病
院
で
９
万
４
０
０
０
円
と
、
電
気

料
金
と
同
じ
く
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
増
加
傾
向
に
あ
り
、
１
０
０
床
未
満
と
５

０
０
床
以
上
で
は
３
倍
以
上
差
が
開
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度
上
半
期
と
の
変
化

幅
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
の
病
床
規
模
で
も

８
割
以
上
が
「
増
加
し
た
」
と
回
答
し
、
５

０
０
床
以
上
の
病
院
で
は
「
50
％
以
上
」
の

増
加
が
75
％
を
占
め
て
い
る
の
は
電
気
料
金

と
同
様
で
し
た
。
た
だ
、
ガ
ス
料
金
に
関
し

て
は
、
５
０
０
床
未
満
の
層
で
も
「
50
％
以

上
」
増
加
し
た
割
合
が
、
電
気
料
金
に
比
べ

て
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

さ
ら
に
、
節
ガ
ス
の
取
り
組
み
の
実
施
状

況
に
関
し
て
は
、「
特
に
な
し
」
と
の
回
答

が
最
も
多
く
、
次
に
「
蒸
気
漏
れ
等
の
チ
ェ

ッ
ク
」「
ボ
イ
ラ
ー
の
空
気
比
見
直
し
」
な

ど
が
続
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
交

換
な
ど
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
で
も
行
え

る
節
電
と
比
べ
、
節
ガ
ス
は
で
き
る
対
策
が

多
く
な
い
う
え
に
、
た
と
え
ば
、Ｇ
Ｈ
Ｐ
か

ら
Ｅ
Ｈ
Ｐ
へ
の
切
り
替
え
な
ど
、
あ
る
程
度

の
設
備
投
資
を
前
提
と
す
る
も
の
が
多
く
、

経
営
状
況
の
厳
し
い
な
か
で
は
取
り
組
み
に

く
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
現
行
の
入
院
時
食
事
療
養
費
と

実
際
の
費
用
・
適
正
金
額
の
比
較

　

病
院
の
給
食
に
か
か
る
経
費
の
変
化
と
26

年
間
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る
入
院
時
食
事

療
養
費
に
つ
い
て
で
す
が
、
22
年
度
上
半
期

の
給
食
材
料
費（
直
営
）と
給
食
委
託
費（
委

託
）
の
２
項
目
に
対
し
て
前
年
度
同
期
比
で

変
化
幅
を
見
た
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
も
「
横
ば

い
（
±
５
％
未
満
）」
は
約
３
割
に
留
ま
り
、

「
５
％
〜
20
％
未
満
増
」
の
割
合
が
半
数
を

占
め
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
調
査
の
設
問
で
入
院
時
食
事

療
養
費
を
「
引
き
上
げ
る
べ
き
」
と
回
答
し

た
病
院
に
対
し
、
実
際
に
１
食
当
た
り
か
か

っ
て
い
る
費
用
と
１
食
当
た
り
の
適
正
な
金

額
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
図
２
の
と
お
り
で
し

た
。
全
体
平
均
で
見
る
と
、
実
際
の
費
用
は

７
２
３
円
で
現
行
の
入
院
時
食
事
療
養
費

（
６
４
０
円
）
と
比
べ
る
と
、
1
食
当
た
り

83
円
超
過
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
適
正
な

金
額
と
し
て
回
答
が
あ
っ
た
８
１
９
円
は
、

１
食
当
た
り
１
７
９
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
東
京
都
の
病
院
の
場
合
、
他
道
府
県

よ
り
も
人
件
費
等
が
高
く
委
託
費
も
上
が
っ

て
し
ま
う
た
め
、
全
国
一
律
の
入
院
時
食
事

療
養
費
で
食
事
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
、

食
事
の
質
と
コ
ス
ト
削
減
の
両
立
が
非
常
に

厳
し
い
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も

踏
ま
え
た
現
状
が
、
本
調
査
で
も
明
ら
か
に

な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始
め
、
21

年
に
は
各
種
補
助
金
や
特
例
措
置
に
よ
り
病

院
経
営
に
も
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
22
年
に
な
る
と
世
界
情
勢
に
よ
る
物
価

高
騰
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
の
病
院
が
受
け
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
、
本
調
査
で
も
改
め
て
示

さ
れ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
実
際
に
、
入
院
時

食
事
療
養
費
の
よ
う
に
、
病
院
側
の
費
用
の

持
ち
出
し
が
増
え
る
な
ど
、
経
営
環
境
は
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。本
調
査
が
、

こ
れ
ら
の
影
響
に
対
す
る
今
後
の
政
策
・
施

策
提
言
に
活
用
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
度
も
ご
多
忙
の
な
か
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
病
院
の
皆
様

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同調査の詳細は
東京都病院協会

ホームページにも掲載

警視庁サイバーセキュリティ対策本部対策第二担当
☎03-3581-4321（内線7861－2231から2235)
午前9時～午後5時

図2　入院時食事療養費を引き上げるべきとした病院における実際に
　　　 1食当たりかかっている費用と1食当たりの適正な金額（病床規模別）
■実際に1食当たりかかっている費用　■1食あたりの適正な金額　　単位：円

723

全体
(n＝94)

100 床未満
(n＝18)

100 床以上
200床未満
(n＝24)

200 床以上
300床未満
(n＝11)

300 床以上
400床未満
(n＝14)

400 床以上
500床未満
(n＝13)

500 床以上
(n＝14)

819

668
788

704
833

621
756 743

806 779 831 831 889
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そ
し
て
、
東
京
都
に
お
け
る
病
院
の
地
位
向

上
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
努
力
い
た
す
所
存

で
す
。
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄贈団体様
　

公益財団法人
東京都歴史文化財団 様

寄贈内容
　

都立文化施設 
「ご招待カード」

　寄贈いただきました企業・団体様をご紹介いたします。ご
厚意を賜りましたことをご報告するとともに心より御礼申し
上げます。今後も引き続き、各企業、団体様からのご支援を
東京都病院協会が会員病院の皆様につないでいきます。

東京都病院協会

寄贈いただいた企業・団体様のご紹介

　

今
期
（
２
０
２
３
年
）、
東
京
都
病
院
協

会
理
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
板
橋
区
に

あ
る
医
療
法
人
財
団
朔
望
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
病
院
院
長
の
東
海

林
豊
で
す
。
理
事
と
い
う
重
責
の
任
命
を
受

け
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
２
年
前

ま
で
や
は
り
都
病
協
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
改
め
て

復
帰
し
た
形
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
院
長
を
務
め
る
病
院
は
、
板
橋
区
高

島
平
周
辺
の
地
域
医
療
を
担
う
病
院
で
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
・
療
養
病
棟
１
４
５
床
を
有
し

て
お
り
ま
す
。急
速
に
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

求
め
ら
れ
る
医
療
の
質
が
急
激
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
に
伴
っ
て
今
ま
で
と
は
違
っ
た
悩
み
が

湧
き
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
同
じ
よ
う
な
診
療
体
制
を
取

っ
て
い
る
病
院
は
、
同
様
な
変
化
と
悩
み
を

抱
え
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

受
診
す
る
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
様
、
働
く
ス

タ
ッ
フ
の
意
識
が
大
き
く
地
軸
が
動
く
か
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
悩
み
を
会
員

の
病
院
様
と
一
緒
に
解
決
で
き
れ
ば
幸
甚
で

あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
、「
心
理
的
安
全
性
」

を
大
き
な
命
題
と
し
て
掲
げ
て
職
場
環
境
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

前
回
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

際
に
、「
医
政
な
く
し
て
医
療
無
し
」
並
び

に
「
病
院
の
経
営
者
に
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

が
必
要
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
河
北
博
文

名
誉
会
長
は
じ
め
、
諸
先
輩
か
ら
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
変
化
が
訪
れ
て
い
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
再
認
識
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
医
師
会
や
東
京
都
の
会
議
に
多
忙

で
あ
っ
た
猪
口
正
孝
会
長
が
、
今
期
か
ら
都

病
協
に
専
念
す
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
都
病
協
で
し
か
成
し
得
な
い
も
の
は
、

「
①
病
院
の
未
来
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
そ

れ
を
実
現
す
る
、②
医
療
制
度
の
よ
り
よ
き

改
善
を
行
政
と
と
も
に
成
す
」
と
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
、
東
京
の
病
院
の
未
来
の
た
め
世
の
中

に
よ
き
こ
と
を
成
す
一
躍
を
担
え
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
前
と
同

様
、竹
川
勝
治
委
員
長
の
も
と
、渉
外
・
広
報
・

会
員
組
織
委
員
会
委
員
と
し
て
貢
献
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。
広
報
を
英
語
で

は
、Public Relations

（
Ｐ
Ｒ
）
と
言
い
、

複
数
形
で
す
。
都
病
協
の
知
名
度
を
上
げ
る

た
め
の
情
報
発
信
を
す
る
だ
け
な
く
、
外
部

の
関
係
者
と
の
よ
り
よ
い
関
係
を
つ
く
る
こ

と
も
任
務
で
、
情
報
発
信
だ
け
の
一
方
通
行

で
は
な
い
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
の
医
療
に
は
、
病
院
の
存
在
が
何

物
に
も
替
え
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
都
病
協
の
知
名
度
を
上

げ
て
い
く
こ
と
に
、
多
方
面
か
ら
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
浅
学
菲
才
の
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

投
入
し
、
施
設
の
質
お
よ
び
機
能
の
維
持
・

向
上
の
た
め
に
相
応
の
設
備
投
資
は
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
病
院
と
い
う
大
規
模
か

つ
複
雑
な
組
織
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
人

材
獲
得
、
設
備
投
資
、
資
金
繰
り
な
ど
の
課

題
は
恒
常
的
に
存
在
し
、
経
営
者
に
と
っ
て

悩
み
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
今
回
我
々
が
経
験
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
初
期
の
よ

う
に
、
突
発
的
に
生
じ
、
緊
急
性
の
高
い
、

し
か
も
個
々
の
病
院
ま
た
は
特
定
の
地
域
だ

け
で
は
対
処
で
き
な
い
よ
う
な
難
題
に
は
、

病
院
団
体
と
し
て
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
各
所
と
の
意
見
調
整
を
行
い
、
最
善
策
を

模
索
し
、
速
や
か
に
実
行
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
猪
口
正
孝
会

長
が
都
内
病
院
の
代
表
と
し
て
東
京
都
と
協

議
し
て
い
る
姿
を
メ
デ
ィ
ア
で
拝
見
し
、
大

変
心
強
か
っ
た
で
す
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
声
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
声
が
集
ま
れ
ば
大
き
な

力
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
会
員
病
院

の
有
す
る
課
題
を
東
京
都
病
院
協
会
で
共
有

し
、
少
し
で
も
解
決
す
る
よ
う
前
進
さ
せ
、

熱
中
症
に
関
す
る
緊
急
提
言
を
提
出

　
東
京
都
病
院
協
会
の
猪
口
正
孝
会
長
と
、東
京
都
医
師
会
の
尾
﨑
治
夫
会
長
は
８

月
４
日
、小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
と
面
会
し
、「
熱
中
症
を
は
じ
め
と
す
る
熱
関
連

障
害
対
策
へ
の
緊
急
提
言
」を
提
出
し
ま
し
た
。提
言
の
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、同
様
の
提
言
を
環
境
省・厚
生
労
働
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
に
お
け
る

東
京
都
内
病
院
の
運
営
状
況

〜
燃
料
価
格
お
よ
び
物
価
高
騰
等
の
影
響
も
含
め
て
〜

　
当
協
会
は
、令
和
４
年
度
東
京
都
医
師
会
調
査
研
究
委
託
事
業
報
告
書「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
に
お
け
る
東
京
都
内
病
院
の
運
営
状
況
〜
燃
料
価
格
お
よ

び
物
価
高
騰
等
の
影
響
も
含
め
て
〜
」を
公
表
し
た
。調
査
協
力
機
関
で
あ
る
独
立
行

政
法
人
福
祉
医
療
機
構
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー・リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ
の
解
説
を
お

届
け
す
る
。

　

地
球
環
境
の
異
常
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る
有
史
以
来
の
最
高
気
温
が
続
い
て
い
る
現

状
に
お
い
て
、Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ（
暑
さ
指
数
）※
な

ど
を
利
用
し
た
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
熱
中
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

を
提
言
い
た
し
ま
す
。

　

今
夏
、
日
本
は
地
球
環
境
の
異
常
に
起
因

す
る
と
思
わ
れ
る
猛
暑
が
続
い
て
お
り
、
熱

中
症
を
は
じ
め
と
す
る
熱
関
連
障
害
へ
の
リ

ス
ク
が
か
つ
て
な
く
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
緊
急
の
事
態
に
対
応
す
る
た

め
、
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
な
ど
の
経
営
者
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
屋
外
フ
ェ
ス
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
屋
内

外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
に
対

し
て
、
参
加
者
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
を

第
一
に
考
え
た
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら

わ
れ
な
い
熱
中
症
対
策
を
と
る
こ
と
を
提
言

い
た
し
ま
す
。
以
下
に
、
具
体
的
な
対
応
策

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

１　
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
計
測
と
監
視

・ 

各
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
、Ｗ

　
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
測
機
器
の
設
置
と
適
切
な
計

　
測
・
監
視
を
行
い
環
境
省
の
暑
さ
指
数
※

　
に
基
づ
い
た
対
応
の
遂
行
。

・ 
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
を
常
に
把
握
し
、
熱
中
症
リ

　
ス
ク
が
高
ま
っ
た
場
合
に
は
早
急
に
対
応

　
策
を
実
行
。

２　
熱
中
症
対
策
の
徹
底

・ 

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
水
分
や
塩
分
の
補

　
給
や
休
憩
の
頻
度
を
適
切
に
管
理
。

・
フ
ァ
ン
付
き
ウ
エ
ア
等
、
新
し
い
テ
ク
ノ

　
ロ
ジ
ー
の
採
用
。

３　
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
帯
と

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

・
高
温
時
間
帯
を
避
け
る
た
め
に
、
イ
ベ
ン

　
ト
の
時
間
帯
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
朝
や

　
夜
間
に
開
催
す
る
こ
と
や
、
開
催
地
を
変

　
更
す
る
な
ど
の
工
夫
。

訃報
・
特
に
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン

　
ト
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
涼
し
い
時
間
帯

　
に
実
施
す
る
よ
う
配
慮
。

４　
必
要
な
情
報
の
提
供

・ 

参
加
者
や
利
用
者
に
対
し
て
、Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

　
値
や
熱
中
症
対
策
に
関
す
る
適
切
な
情
報

　
提
供
。

・ 

熱
中
症
予
防
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
啓
発

　
活
動
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
熱
中

症
に
よ
る
健
康
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
経
営
者
や
主
催
者
に
は
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
社

会
全
体
の
協
力
と
行
動
に
よ
っ
て
、
熱
中
症

死
亡
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
無
作
為
で
は
責
任
を
果
た
せ
ま

せ
ん
。
地
球
環
境
の
変
動
に
対
す
る
対
応
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
共
同
の
責
任
で
す
。

　

引
き
続
き
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
地
域
社

会
全
体
で
熱
中
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
た
び
、
２
０
２
３
年
度
定
時
総
会
に

て
本
協
会
理
事
に
選
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
一
般
社
団
法
人
衛
生
文
化
協
会
城
西
病

院
理
事
長
の
玉
城
成
雄
で
す
。

　

当
院
は
１
９
４
９
年
に
区
西
部
二
次
医
療

圏
で
あ
る
杉
並
区
荻
窪
、
環
状
八
号
線
と
青

梅
街
道
の
交
差
す
る
四
面
道
に
て
開
設
し
ま

し
た
。
主
に
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
か
ら
サ
ブ

ア
キ
ュ
ー
ト
に
対
応
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
50
床
、
長
期
療
養
に
対
応
す
る
療
養
病
床

49
床
、
全
99
床
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
病
院
を

は
じ
め
、
在
宅
診
療
、
デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
さ
ら
に
施
設

お
よ
び
巡
回
健
診
、
保
健
指
導
と
い
っ
た
予

防
医
療
に
も
注
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
大
学
卒
業
後
、
消
化
器
内
科

医
と
し
て
11
年
間
、
大
学
病
院
お
よ
び
関
連

病
院
で
研
さ
ん
を
積
み
、
２
０
０
８
年
７
月

か
ら
当
院
に
入
職
、
13
年
６
月
よ
り
当
法
人

理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

本
協
会
と
の
直
接
の
関
わ
り
は
、
大
久
野

病
院
の
進
藤
晃
先
生
の
推
薦
で
、
20
年
に
慢

性
期
医
療
委
員
会
委
員
を
拝
命
し
て
以
来
と

な
り
ま
す
。
同
委
員
会
の
活
動
を
通
じ
、
本

協
会
が
会
員
病
院
に
対
し
有
益
な
情
報
を
提

供
す
る
以
外
に
も
、
都
内
病
院
の
地
位
向
上

に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

医
療
は
社
会
の
公
器
で
あ
り
、
規
制
産
業

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院

は
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
り
、
さ
ら
に
装
置

産
業
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
公
共
性
の

高
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
各
種
の
厳
格
な
規

制
下
に
置
か
れ
て
い
る
医
療
で
す
が
、
と
り

わ
け
病
院
に
お
い
て
は
、診
療
所
と
異
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
性
の
高
い
人
材
を
数
多
く

　

左
記
の
と
お
り
新
委
員
長
・
部
会
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
部

■
総
務
委
員
会

　

髙
野　

研
一
郎
（
常
任
理
事
）

■
経
理
委
員
会

　

小
泉　

章
子
（
常
任
理
事
）

■
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

　

竹
川　

勝
治
（
常
任
理
事
）

事
業
部

■
教
育
倫
理
委
員
会

　

川
内　

章
裕
（
常
任
理
事
）

■
急
性
期
医
療
委
員
会

　

宮
崎　

国
久
（
常
任
理
事
）

■
回
復
期
医
療
委
員
会

　

内
藤　

誠
二
（
副
会
長
）

■
慢
性
期
医
療
委
員
会

　

進
藤　

晃
（
常
任
理
事
）

■
医
療
保
険
・
経
営
管
理
委
員
会

　

小
川　

聡
子
（
常
任
理
事
）

■
精
神
保
健
委
員
会

　

平
川　

淳
一
（
副
会
長
）

■
診
療
情
報
管
理
委
員
会

　

宮
崎　

国
久
（
常
任
理
事
）

　
■
環
境
問
題
検
討
委
員
会

　

河
北　

博
文
（
名
誉
会
長
）

■
医
療
機
能
評
価
受
審
推
進
委
員
会

　

木
村　

玄
（
常
任
理
事
）

■
医
療
安
全
推
進
委
員
会

　

青
井　

東
呉
（
常
任
理
事
）

部
会

■
事
務
管
理
部
会

　

田
野
倉　

浩
治　

■
看
護
管
理
部
会

　

切
手　

純
代　

東
京
都
病
院
協
会

新
委
員
長・部
会
長
の
ご
紹
介

　

２
０
２
０
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
と
も
な
い
、
こ
れ

ま
で
二
度
に
わ
た
り
都
内
病
院
の
経
営
状
況

の
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。ま
た
、

関
連
項
目
と
し
て
、
20
年
度
は
人
材
確
保
や

集
患
状
況
、
21
年
度
で
は
補
助
金
の
申
請
・

活
用
状
況
な
ど
も
調
査
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
年
度
は
、
経
営
状
況
の
経
年
比
較
を
行
う

と
と
も
に
、
昨
今
の
世
界
情
勢
に
よ
る
燃
料

価
格
お
よ
び
物
価
の
高
騰
等
に
よ
る
病
院
経

営
の
影
響
に
つ
い
て
、
電
気
代
、
ガ
ス
代
、

入
院
時
食
事
療
養
費
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
調
査

結
果
を
中
心
に
解
説
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
病
院
の

属
性
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
：
都
内
６
３
０
病
院

回
答
：
１
２
８
病
院
（
20
・
３
％
）

開
設
主
体
：
医
療
法
人
58
・
６
％
、
国
立
・
公

立
（
独
立
行
政
法
人
を
含
む
）
14
・
１
％
、
大

学
病
院
９
・
４
％
、
一
般
社
団
・
財
団
８
・
６
％
、

社
会
福
祉
法
人
３
・
９
％
、
そ
の
他
５
・
５
％

病
床
数
：
１
０
０
床
未
満
21
・
１
％

１
０
０
床
以
上
２
０
０
床
未
満
27
・
３
％

２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
13
・
３
％

３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満
14
・
８
％

４
０
０
床
以
上
５
０
０
床
未
満
10
・
９
％

５
０
０
床
以
上
12
・
５
％

　

な
お
、
本
調
査
か
ら
約
半
年
前
の
22
年
６

月
、
東
京
都
病
院
協
会
で
は
会
員
病
院
を
対

象
に
22
年
４
月
分
と
21
年
４
月
分
に
お
け
る

電
気
代
、
ガ
ス
代
の
同
月
比
較
調
査
を
行
い

ま
し
た
（
会
報
第
３
０
４
号
掲
載
）。
こ
の

調
査
は
１
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
の
比
較
だ

っ
た
た
め
、
今
回
は
長
期
的
な
変
化
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
季
節
変
動
な
ど
も
踏
ま
え
た

影
響
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
都
内
病
院
に
お
け
る

電
気
代
・
ガ
ス
代
の
推
移

　

は
じ
め
に
、
物
価
高
騰
の
影
響
の
有
無
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
99
・
２
％
と
ほ
ぼ
全
て

の
回
答
病
院
か
ら
「
影
響
あ
り
」
と
の
ご
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
物
価
高
騰
で

す
が
、
食
材
費
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
も
院
内
の
電
気
代
・
ガ
ス
代
か
ら
救

急
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
ま
で
幅
広
く
、
そ

う
し
た
細
か
い
項
目
が
積
も
っ
て
い
き
経
営

全
体
へ
の
影
響
と
し
て
表
れ
て
い
る
病
院
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

病
院
は
公
定
価
格
の
た
め
、
収
益
の
担
保

に
は
コ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
一
番
大
き
な
コ
ス
ト
は
人
件
費
で
す

が
、
昨
今
の
賃
金
上
昇
の
流
れ
も
あ
り
抑
制

は
難
し
い
で
す
。
よ
っ
て
、
各
医
療
機
関
で

は
そ
れ
以
外
の
項
目
で
の
経
費
削
減
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
実
際
の
電
気
代
、
ガ

ス
代
の
変
化
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
22
年
度
上
半
期
の
病
床
規
模
別
１

床
当
た
り
の
電
気
料
金
は
、
１
０
０
床
未
満

の
病
院
が
14
万
１
０
０
０
円
だ
っ
た
の
に
対

し
、
５
０
０
床
以
上
の
病
院
は
29
万
１
０
０

０
円
と
、
規
模
の
大
き
い
群
と
小
さ
い
群
で

２
倍
以
上
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
21
年
度
上
半
期
と
22
年
度
上
半
期

を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
病
床
規
模
で
も

８
割
以
上
が
「
増
加
し
た
」
と
回
答
。
具
体

的
な
変
化
幅
に
つ
い
て
は
、
１
０
０
床
未
満

の
病
院
か
ら
３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満

の
病
院
ま
で
は
「
20
％
〜
50
％
未
満
」
と
回

答
し
た
割
合
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
し

た
（
図
１
）。

　

一
方
、
４
０
０
床
以
上
５
０
０
床
未
満
の

病
院
は
「
20
％
〜
50
％
未
満
」
が
42
・
９
％
、

「
50
％
以
上
」
が
42
・
９
％
で
拮
抗
し
、
５

０
０
床
以
上
の
病
院
は
「
50
％
以
上
」
が

75
・
０
％
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
21
年
度
と
比
べ
、
中
小
病
院
の
半

数
以
上
が
少
な
く
と
も
１
・
２
倍
以
上
、
５

０
０
床
以
上
の
大
病
院
に
至
っ
て
は
全
体
の

４
分
の
３
が
１
・
５
倍
以
上
の
電
気
代
の
値

上
げ
を
実
感
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、節
電
の
取
り
組
み
の
実
施
状
況
は
、

「
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
」「
未
使
用
時
の
消
灯
の

徹
底
」「
空
調
設
定
温
度
の
見
直
し
」
な
ど

の
回
答
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
22
年
度
上
半
期
の
病
床
規
模
別

１
床
当
た
り
の
ガ
ス
料
金
は
、
１
０
０
床
未

満
の
病
院
で
２
万
９
０
０
０
円
、
５
０
０
床

以
上
の
病
院
で
９
万
４
０
０
０
円
と
、
電
気

料
金
と
同
じ
く
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
増
加
傾
向
に
あ
り
、
１
０
０
床
未
満
と
５

０
０
床
以
上
で
は
３
倍
以
上
差
が
開
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度
上
半
期
と
の
変
化

幅
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
の
病
床
規
模
で
も

８
割
以
上
が
「
増
加
し
た
」
と
回
答
し
、
５

０
０
床
以
上
の
病
院
で
は
「
50
％
以
上
」
の

増
加
が
75
％
を
占
め
て
い
る
の
は
電
気
料
金

と
同
様
で
し
た
。
た
だ
、
ガ
ス
料
金
に
関
し

て
は
、
５
０
０
床
未
満
の
層
で
も
「
50
％
以

上
」
増
加
し
た
割
合
が
、
電
気
料
金
に
比
べ

て
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

さ
ら
に
、
節
ガ
ス
の
取
り
組
み
の
実
施
状

況
に
関
し
て
は
、「
特
に
な
し
」
と
の
回
答

が
最
も
多
く
、
次
に
「
蒸
気
漏
れ
等
の
チ
ェ

ッ
ク
」「
ボ
イ
ラ
ー
の
空
気
比
見
直
し
」
な

ど
が
続
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
交

換
な
ど
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
で
も
行
え

る
節
電
と
比
べ
、
節
ガ
ス
は
で
き
る
対
策
が

多
く
な
い
う
え
に
、
た
と
え
ば
、Ｇ
Ｈ
Ｐ
か

ら
Ｅ
Ｈ
Ｐ
へ
の
切
り
替
え
な
ど
、
あ
る
程
度

の
設
備
投
資
を
前
提
と
す
る
も
の
が
多
く
、

経
営
状
況
の
厳
し
い
な
か
で
は
取
り
組
み
に

く
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
現
行
の
入
院
時
食
事
療
養
費
と

実
際
の
費
用
・
適
正
金
額
の
比
較

　

病
院
の
給
食
に
か
か
る
経
費
の
変
化
と
26

年
間
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る
入
院
時
食
事

療
養
費
に
つ
い
て
で
す
が
、
22
年
度
上
半
期

の
給
食
材
料
費（
直
営
）と
給
食
委
託
費（
委

託
）
の
２
項
目
に
対
し
て
前
年
度
同
期
比
で

変
化
幅
を
見
た
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
も
「
横
ば

い
（
±
５
％
未
満
）」
は
約
３
割
に
留
ま
り
、

「
５
％
〜
20
％
未
満
増
」
の
割
合
が
半
数
を

占
め
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
調
査
の
設
問
で
入
院
時
食
事

療
養
費
を
「
引
き
上
げ
る
べ
き
」
と
回
答
し

た
病
院
に
対
し
、
実
際
に
１
食
当
た
り
か
か

っ
て
い
る
費
用
と
１
食
当
た
り
の
適
正
な
金

額
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
図
２
の
と
お
り
で
し

た
。
全
体
平
均
で
見
る
と
、
実
際
の
費
用
は

７
２
３
円
で
現
行
の
入
院
時
食
事
療
養
費

（
６
４
０
円
）
と
比
べ
る
と
、
1
食
当
た
り

83
円
超
過
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
適
正
な

金
額
と
し
て
回
答
が
あ
っ
た
８
１
９
円
は
、

１
食
当
た
り
１
７
９
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
東
京
都
の
病
院
の
場
合
、
他
道
府
県

よ
り
も
人
件
費
等
が
高
く
委
託
費
も
上
が
っ

て
し
ま
う
た
め
、
全
国
一
律
の
入
院
時
食
事

療
養
費
で
食
事
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
、

食
事
の
質
と
コ
ス
ト
削
減
の
両
立
が
非
常
に

厳
し
い
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も

踏
ま
え
た
現
状
が
、
本
調
査
で
も
明
ら
か
に

な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始
め
、
21

年
に
は
各
種
補
助
金
や
特
例
措
置
に
よ
り
病

院
経
営
に
も
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
22
年
に
な
る
と
世
界
情
勢
に
よ
る
物
価

高
騰
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
の
病
院
が
受
け
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
、
本
調
査
で
も
改
め
て
示

さ
れ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
実
際
に
、
入
院
時

食
事
療
養
費
の
よ
う
に
、
病
院
側
の
費
用
の

持
ち
出
し
が
増
え
る
な
ど
、
経
営
環
境
は
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。本
調
査
が
、

こ
れ
ら
の
影
響
に
対
す
る
今
後
の
政
策
・
施

策
提
言
に
活
用
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
度
も
ご
多
忙
の
な
か
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
病
院
の
皆
様

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図1　2021年度上半期と比較した2022年度上半期の
　　　電気料金の変化幅（病床規模別）

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ

　2023年7月17日、当協
会顧問の中西泉先生(町
田慶泉病院理事長)がご
逝去されました。
　ここに謹んで先生のご
冥福をお祈り申し上げます
とともに、そのご功績を讃え
深く感謝申し上げます。

※暑さ指数
（WBGT）の
詳細は環境
省HPを参照

100床未満
(n＝27)

100床以上 200床未満
(n＝35)

200床以上 300床未満
(n＝17)

300床以上 400床未満
(n＝19)

400床以上 500床未満
(n＝14)

500 床以上
(n＝16)

■減少　■横ばい　■増加 (5％～ 20％未満 )　■増加 (20％～ 50％未満 )　■増加 (50％以上 )

25.0％ 75.0％

42.9％

26.3％73.7％

23.5％

28.6％

11.1％59.3％18.5％
3.7％

7.4％

57.1％8.6％
2.9％

2.9％

52.9％11.8％11.8％

42.9％14.3％
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そ
し
て
、
東
京
都
に
お
け
る
病
院
の
地
位
向

上
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
努
力
い
た
す
所
存

で
す
。
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

寄贈団体様
　

公益財団法人
東京都歴史文化財団 様

寄贈内容
　

都立文化施設 
「ご招待カード」

　寄贈いただきました企業・団体様をご紹介いたします。ご
厚意を賜りましたことをご報告するとともに心より御礼申し
上げます。今後も引き続き、各企業、団体様からのご支援を
東京都病院協会が会員病院の皆様につないでいきます。

東京都病院協会

寄贈いただいた企業・団体様のご紹介

　

今
期
（
２
０
２
３
年
）、
東
京
都
病
院
協

会
理
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
板
橋
区
に

あ
る
医
療
法
人
財
団
朔
望
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
病
院
院
長
の
東
海

林
豊
で
す
。
理
事
と
い
う
重
責
の
任
命
を
受

け
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
２
年
前

ま
で
や
は
り
都
病
協
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
改
め
て

復
帰
し
た
形
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
院
長
を
務
め
る
病
院
は
、
板
橋
区
高

島
平
周
辺
の
地
域
医
療
を
担
う
病
院
で
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
・
療
養
病
棟
１
４
５
床
を
有
し

て
お
り
ま
す
。急
速
に
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

求
め
ら
れ
る
医
療
の
質
が
急
激
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
に
伴
っ
て
今
ま
で
と
は
違
っ
た
悩
み
が

湧
き
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
同
じ
よ
う
な
診
療
体
制
を
取

っ
て
い
る
病
院
は
、
同
様
な
変
化
と
悩
み
を

抱
え
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

受
診
す
る
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
様
、
働
く
ス

タ
ッ
フ
の
意
識
が
大
き
く
地
軸
が
動
く
か
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
悩
み
を
会
員

の
病
院
様
と
一
緒
に
解
決
で
き
れ
ば
幸
甚
で

あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
、「
心
理
的
安
全
性
」

を
大
き
な
命
題
と
し
て
掲
げ
て
職
場
環
境
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

前
回
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

際
に
、「
医
政
な
く
し
て
医
療
無
し
」
並
び

に
「
病
院
の
経
営
者
に
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

が
必
要
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
河
北
博
文

名
誉
会
長
は
じ
め
、
諸
先
輩
か
ら
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
変
化
が
訪
れ
て
い
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
再
認
識
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
医
師
会
や
東
京
都
の
会
議
に
多
忙

で
あ
っ
た
猪
口
正
孝
会
長
が
、
今
期
か
ら
都

病
協
に
専
念
す
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
都
病
協
で
し
か
成
し
得
な
い
も
の
は
、

「
①
病
院
の
未
来
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
そ

れ
を
実
現
す
る
、②
医
療
制
度
の
よ
り
よ
き

改
善
を
行
政
と
と
も
に
成
す
」
と
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
、
東
京
の
病
院
の
未
来
の
た
め
世
の
中

に
よ
き
こ
と
を
成
す
一
躍
を
担
え
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
前
と
同

様
、竹
川
勝
治
委
員
長
の
も
と
、渉
外
・
広
報
・

会
員
組
織
委
員
会
委
員
と
し
て
貢
献
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。
広
報
を
英
語
で

は
、Public Relations

（
Ｐ
Ｒ
）
と
言
い
、

複
数
形
で
す
。
都
病
協
の
知
名
度
を
上
げ
る

た
め
の
情
報
発
信
を
す
る
だ
け
な
く
、
外
部

の
関
係
者
と
の
よ
り
よ
い
関
係
を
つ
く
る
こ

と
も
任
務
で
、
情
報
発
信
だ
け
の
一
方
通
行

で
は
な
い
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
の
医
療
に
は
、
病
院
の
存
在
が
何

物
に
も
替
え
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
都
病
協
の
知
名
度
を
上

げ
て
い
く
こ
と
に
、
多
方
面
か
ら
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
浅
学
菲
才
の
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

投
入
し
、
施
設
の
質
お
よ
び
機
能
の
維
持
・

向
上
の
た
め
に
相
応
の
設
備
投
資
は
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
病
院
と
い
う
大
規
模
か

つ
複
雑
な
組
織
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
人

材
獲
得
、
設
備
投
資
、
資
金
繰
り
な
ど
の
課

題
は
恒
常
的
に
存
在
し
、
経
営
者
に
と
っ
て

悩
み
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
今
回
我
々
が
経
験
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
初
期
の
よ

う
に
、
突
発
的
に
生
じ
、
緊
急
性
の
高
い
、

し
か
も
個
々
の
病
院
ま
た
は
特
定
の
地
域
だ

け
で
は
対
処
で
き
な
い
よ
う
な
難
題
に
は
、

病
院
団
体
と
し
て
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
各
所
と
の
意
見
調
整
を
行
い
、
最
善
策
を

模
索
し
、
速
や
か
に
実
行
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
猪
口
正
孝
会

長
が
都
内
病
院
の
代
表
と
し
て
東
京
都
と
協

議
し
て
い
る
姿
を
メ
デ
ィ
ア
で
拝
見
し
、
大

変
心
強
か
っ
た
で
す
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
声
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
声
が
集
ま
れ
ば
大
き
な

力
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
会
員
病
院

の
有
す
る
課
題
を
東
京
都
病
院
協
会
で
共
有

し
、
少
し
で
も
解
決
す
る
よ
う
前
進
さ
せ
、

熱
中
症
に
関
す
る
緊
急
提
言
を
提
出

　
東
京
都
病
院
協
会
の
猪
口
正
孝
会
長
と
、東
京
都
医
師
会
の
尾
﨑
治
夫
会
長
は
８

月
４
日
、小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
と
面
会
し
、「
熱
中
症
を
は
じ
め
と
す
る
熱
関
連

障
害
対
策
へ
の
緊
急
提
言
」を
提
出
し
ま
し
た
。提
言
の
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、同
様
の
提
言
を
環
境
省・厚
生
労
働
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
に
お
け
る

東
京
都
内
病
院
の
運
営
状
況

〜
燃
料
価
格
お
よ
び
物
価
高
騰
等
の
影
響
も
含
め
て
〜

　
当
協
会
は
、令
和
４
年
度
東
京
都
医
師
会
調
査
研
究
委
託
事
業
報
告
書「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
下
に
お
け
る
東
京
都
内
病
院
の
運
営
状
況
〜
燃
料
価
格
お
よ

び
物
価
高
騰
等
の
影
響
も
含
め
て
〜
」を
公
表
し
た
。調
査
協
力
機
関
で
あ
る
独
立
行

政
法
人
福
祉
医
療
機
構
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー・リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ
の
解
説
を
お

届
け
す
る
。

　

地
球
環
境
の
異
常
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る
有
史
以
来
の
最
高
気
温
が
続
い
て
い
る
現

状
に
お
い
て
、Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ（
暑
さ
指
数
）※
な

ど
を
利
用
し
た
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
熱
中
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

を
提
言
い
た
し
ま
す
。

　

今
夏
、
日
本
は
地
球
環
境
の
異
常
に
起
因

す
る
と
思
わ
れ
る
猛
暑
が
続
い
て
お
り
、
熱

中
症
を
は
じ
め
と
す
る
熱
関
連
障
害
へ
の
リ

ス
ク
が
か
つ
て
な
く
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
緊
急
の
事
態
に
対
応
す
る
た

め
、
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
な
ど
の
経
営
者
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
屋
外
フ
ェ
ス
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
屋
内

外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
に
対

し
て
、
参
加
者
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
を

第
一
に
考
え
た
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら

わ
れ
な
い
熱
中
症
対
策
を
と
る
こ
と
を
提
言

い
た
し
ま
す
。
以
下
に
、
具
体
的
な
対
応
策

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

１　
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
計
測
と
監
視

・ 

各
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
、Ｗ

　
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
測
機
器
の
設
置
と
適
切
な
計

　
測
・
監
視
を
行
い
環
境
省
の
暑
さ
指
数
※

　
に
基
づ
い
た
対
応
の
遂
行
。

・ 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
を
常
に
把
握
し
、
熱
中
症
リ

　
ス
ク
が
高
ま
っ
た
場
合
に
は
早
急
に
対
応

　
策
を
実
行
。

２　
熱
中
症
対
策
の
徹
底

・ 

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
水
分
や
塩
分
の
補

　
給
や
休
憩
の
頻
度
を
適
切
に
管
理
。

・
フ
ァ
ン
付
き
ウ
エ
ア
等
、
新
し
い
テ
ク
ノ

　
ロ
ジ
ー
の
採
用
。

３　
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
帯
と

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

・
高
温
時
間
帯
を
避
け
る
た
め
に
、
イ
ベ
ン

　
ト
の
時
間
帯
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
朝
や

　
夜
間
に
開
催
す
る
こ
と
や
、
開
催
地
を
変

　
更
す
る
な
ど
の
工
夫
。

訃報
・
特
に
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン

　
ト
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
涼
し
い
時
間
帯

　
に
実
施
す
る
よ
う
配
慮
。

４　
必
要
な
情
報
の
提
供

・ 

参
加
者
や
利
用
者
に
対
し
て
、Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

　
値
や
熱
中
症
対
策
に
関
す
る
適
切
な
情
報

　
提
供
。

・ 

熱
中
症
予
防
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
啓
発

　
活
動
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
熱
中

症
に
よ
る
健
康
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
経
営
者
や
主
催
者
に
は
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
社

会
全
体
の
協
力
と
行
動
に
よ
っ
て
、
熱
中
症

死
亡
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
無
作
為
で
は
責
任
を
果
た
せ
ま

せ
ん
。
地
球
環
境
の
変
動
に
対
す
る
対
応
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
共
同
の
責
任
で
す
。

　

引
き
続
き
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
地
域
社

会
全
体
で
熱
中
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
た
び
、
２
０
２
３
年
度
定
時
総
会
に

て
本
協
会
理
事
に
選
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
一
般
社
団
法
人
衛
生
文
化
協
会
城
西
病

院
理
事
長
の
玉
城
成
雄
で
す
。

　

当
院
は
１
９
４
９
年
に
区
西
部
二
次
医
療

圏
で
あ
る
杉
並
区
荻
窪
、
環
状
八
号
線
と
青

梅
街
道
の
交
差
す
る
四
面
道
に
て
開
設
し
ま

し
た
。
主
に
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
か
ら
サ
ブ

ア
キ
ュ
ー
ト
に
対
応
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
50
床
、
長
期
療
養
に
対
応
す
る
療
養
病
床

49
床
、
全
99
床
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
病
院
を

は
じ
め
、
在
宅
診
療
、
デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
さ
ら
に
施
設

お
よ
び
巡
回
健
診
、
保
健
指
導
と
い
っ
た
予

防
医
療
に
も
注
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
大
学
卒
業
後
、
消
化
器
内
科

医
と
し
て
11
年
間
、
大
学
病
院
お
よ
び
関
連

病
院
で
研
さ
ん
を
積
み
、
２
０
０
８
年
７
月

か
ら
当
院
に
入
職
、
13
年
６
月
よ
り
当
法
人

理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

本
協
会
と
の
直
接
の
関
わ
り
は
、
大
久
野

病
院
の
進
藤
晃
先
生
の
推
薦
で
、
20
年
に
慢

性
期
医
療
委
員
会
委
員
を
拝
命
し
て
以
来
と

な
り
ま
す
。
同
委
員
会
の
活
動
を
通
じ
、
本

協
会
が
会
員
病
院
に
対
し
有
益
な
情
報
を
提

供
す
る
以
外
に
も
、
都
内
病
院
の
地
位
向
上

に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

医
療
は
社
会
の
公
器
で
あ
り
、
規
制
産
業

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院

は
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
り
、
さ
ら
に
装
置

産
業
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
公
共
性
の

高
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
各
種
の
厳
格
な
規

制
下
に
置
か
れ
て
い
る
医
療
で
す
が
、
と
り

わ
け
病
院
に
お
い
て
は
、診
療
所
と
異
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
性
の
高
い
人
材
を
数
多
く

　

左
記
の
と
お
り
新
委
員
長
・
部
会
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
部

■
総
務
委
員
会

　

髙
野　

研
一
郎
（
常
任
理
事
）

■
経
理
委
員
会

　

小
泉　

章
子
（
常
任
理
事
）

■
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

　

竹
川　

勝
治
（
常
任
理
事
）

事
業
部

■
教
育
倫
理
委
員
会

　

川
内　

章
裕
（
常
任
理
事
）

■
急
性
期
医
療
委
員
会

　

宮
崎　

国
久
（
常
任
理
事
）

■
回
復
期
医
療
委
員
会

　

内
藤　

誠
二
（
副
会
長
）

■
慢
性
期
医
療
委
員
会

　

進
藤　

晃
（
常
任
理
事
）

■
医
療
保
険
・
経
営
管
理
委
員
会

　

小
川　

聡
子
（
常
任
理
事
）

■
精
神
保
健
委
員
会

　

平
川　

淳
一
（
副
会
長
）

■
診
療
情
報
管
理
委
員
会

　

宮
崎　

国
久
（
常
任
理
事
）

　
■
環
境
問
題
検
討
委
員
会

　

河
北　

博
文
（
名
誉
会
長
）

■
医
療
機
能
評
価
受
審
推
進
委
員
会

　

木
村　

玄
（
常
任
理
事
）

■
医
療
安
全
推
進
委
員
会

　

青
井　

東
呉
（
常
任
理
事
）

部
会

■
事
務
管
理
部
会

　

田
野
倉　

浩
治　

■
看
護
管
理
部
会

　

切
手　

純
代　

東
京
都
病
院
協
会

新
委
員
長・部
会
長
の
ご
紹
介

　

２
０
２
０
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
と
も
な
い
、
こ
れ

ま
で
二
度
に
わ
た
り
都
内
病
院
の
経
営
状
況

の
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。ま
た
、

関
連
項
目
と
し
て
、
20
年
度
は
人
材
確
保
や

集
患
状
況
、
21
年
度
で
は
補
助
金
の
申
請
・

活
用
状
況
な
ど
も
調
査
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
年
度
は
、
経
営
状
況
の
経
年
比
較
を
行
う

と
と
も
に
、
昨
今
の
世
界
情
勢
に
よ
る
燃
料

価
格
お
よ
び
物
価
の
高
騰
等
に
よ
る
病
院
経

営
の
影
響
に
つ
い
て
、
電
気
代
、
ガ
ス
代
、

入
院
時
食
事
療
養
費
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
調
査

結
果
を
中
心
に
解
説
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
病
院
の

属
性
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
：
都
内
６
３
０
病
院

回
答
：
１
２
８
病
院
（
20
・
３
％
）

開
設
主
体
：
医
療
法
人
58
・
６
％
、
国
立
・
公

立
（
独
立
行
政
法
人
を
含
む
）
14
・
１
％
、
大

学
病
院
９
・
４
％
、
一
般
社
団
・
財
団
８
・
６
％
、

社
会
福
祉
法
人
３
・
９
％
、
そ
の
他
５
・
５
％

病
床
数
：
１
０
０
床
未
満
21
・
１
％

１
０
０
床
以
上
２
０
０
床
未
満
27
・
３
％

２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
13
・
３
％

３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満
14
・
８
％

４
０
０
床
以
上
５
０
０
床
未
満
10
・
９
％

５
０
０
床
以
上
12
・
５
％

　

な
お
、
本
調
査
か
ら
約
半
年
前
の
22
年
６

月
、
東
京
都
病
院
協
会
で
は
会
員
病
院
を
対

象
に
22
年
４
月
分
と
21
年
４
月
分
に
お
け
る

電
気
代
、
ガ
ス
代
の
同
月
比
較
調
査
を
行
い

ま
し
た
（
会
報
第
３
０
４
号
掲
載
）。
こ
の

調
査
は
１
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
の
比
較
だ

っ
た
た
め
、
今
回
は
長
期
的
な
変
化
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
季
節
変
動
な
ど
も
踏
ま
え
た

影
響
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
都
内
病
院
に
お
け
る

電
気
代
・
ガ
ス
代
の
推
移

　

は
じ
め
に
、
物
価
高
騰
の
影
響
の
有
無
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
99
・
２
％
と
ほ
ぼ
全
て

の
回
答
病
院
か
ら
「
影
響
あ
り
」
と
の
ご
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
物
価
高
騰
で

す
が
、
食
材
費
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
も
院
内
の
電
気
代
・
ガ
ス
代
か
ら
救

急
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
ま
で
幅
広
く
、
そ

う
し
た
細
か
い
項
目
が
積
も
っ
て
い
き
経
営

全
体
へ
の
影
響
と
し
て
表
れ
て
い
る
病
院
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

病
院
は
公
定
価
格
の
た
め
、
収
益
の
担
保

に
は
コ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
一
番
大
き
な
コ
ス
ト
は
人
件
費
で
す

が
、
昨
今
の
賃
金
上
昇
の
流
れ
も
あ
り
抑
制

は
難
し
い
で
す
。
よ
っ
て
、
各
医
療
機
関
で

は
そ
れ
以
外
の
項
目
で
の
経
費
削
減
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
実
際
の
電
気
代
、
ガ

ス
代
の
変
化
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
22
年
度
上
半
期
の
病
床
規
模
別
１

床
当
た
り
の
電
気
料
金
は
、
１
０
０
床
未
満

の
病
院
が
14
万
１
０
０
０
円
だ
っ
た
の
に
対

し
、
５
０
０
床
以
上
の
病
院
は
29
万
１
０
０

０
円
と
、
規
模
の
大
き
い
群
と
小
さ
い
群
で

２
倍
以
上
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
21
年
度
上
半
期
と
22
年
度
上
半
期

を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
病
床
規
模
で
も

８
割
以
上
が
「
増
加
し
た
」
と
回
答
。
具
体

的
な
変
化
幅
に
つ
い
て
は
、
１
０
０
床
未
満

の
病
院
か
ら
３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満

の
病
院
ま
で
は
「
20
％
〜
50
％
未
満
」
と
回

答
し
た
割
合
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
し

た
（
図
１
）。

　

一
方
、
４
０
０
床
以
上
５
０
０
床
未
満
の

病
院
は
「
20
％
〜
50
％
未
満
」
が
42
・
９
％
、

「
50
％
以
上
」
が
42
・
９
％
で
拮
抗
し
、
５

０
０
床
以
上
の
病
院
は
「
50
％
以
上
」
が

75
・
０
％
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
21
年
度
と
比
べ
、
中
小
病
院
の
半

数
以
上
が
少
な
く
と
も
１
・
２
倍
以
上
、
５

０
０
床
以
上
の
大
病
院
に
至
っ
て
は
全
体
の

４
分
の
３
が
１
・
５
倍
以
上
の
電
気
代
の
値

上
げ
を
実
感
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、節
電
の
取
り
組
み
の
実
施
状
況
は
、

「
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
」「
未
使
用
時
の
消
灯
の

徹
底
」「
空
調
設
定
温
度
の
見
直
し
」
な
ど

の
回
答
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
22
年
度
上
半
期
の
病
床
規
模
別

１
床
当
た
り
の
ガ
ス
料
金
は
、
１
０
０
床
未

満
の
病
院
で
２
万
９
０
０
０
円
、
５
０
０
床

以
上
の
病
院
で
９
万
４
０
０
０
円
と
、
電
気

料
金
と
同
じ
く
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
増
加
傾
向
に
あ
り
、
１
０
０
床
未
満
と
５

０
０
床
以
上
で
は
３
倍
以
上
差
が
開
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度
上
半
期
と
の
変
化

幅
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
の
病
床
規
模
で
も

８
割
以
上
が
「
増
加
し
た
」
と
回
答
し
、
５

０
０
床
以
上
の
病
院
で
は
「
50
％
以
上
」
の

増
加
が
75
％
を
占
め
て
い
る
の
は
電
気
料
金

と
同
様
で
し
た
。
た
だ
、
ガ
ス
料
金
に
関
し

て
は
、
５
０
０
床
未
満
の
層
で
も
「
50
％
以

上
」
増
加
し
た
割
合
が
、
電
気
料
金
に
比
べ

て
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

さ
ら
に
、
節
ガ
ス
の
取
り
組
み
の
実
施
状

況
に
関
し
て
は
、「
特
に
な
し
」
と
の
回
答

が
最
も
多
く
、
次
に
「
蒸
気
漏
れ
等
の
チ
ェ

ッ
ク
」「
ボ
イ
ラ
ー
の
空
気
比
見
直
し
」
な

ど
が
続
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
交

換
な
ど
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
で
も
行
え

る
節
電
と
比
べ
、
節
ガ
ス
は
で
き
る
対
策
が

多
く
な
い
う
え
に
、
た
と
え
ば
、Ｇ
Ｈ
Ｐ
か

ら
Ｅ
Ｈ
Ｐ
へ
の
切
り
替
え
な
ど
、
あ
る
程
度

の
設
備
投
資
を
前
提
と
す
る
も
の
が
多
く
、

経
営
状
況
の
厳
し
い
な
か
で
は
取
り
組
み
に

く
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
現
行
の
入
院
時
食
事
療
養
費
と

実
際
の
費
用
・
適
正
金
額
の
比
較

　

病
院
の
給
食
に
か
か
る
経
費
の
変
化
と
26

年
間
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る
入
院
時
食
事

療
養
費
に
つ
い
て
で
す
が
、
22
年
度
上
半
期

の
給
食
材
料
費（
直
営
）と
給
食
委
託
費（
委

託
）
の
２
項
目
に
対
し
て
前
年
度
同
期
比
で

変
化
幅
を
見
た
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
も
「
横
ば

い
（
±
５
％
未
満
）」
は
約
３
割
に
留
ま
り
、

「
５
％
〜
20
％
未
満
増
」
の
割
合
が
半
数
を

占
め
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
調
査
の
設
問
で
入
院
時
食
事

療
養
費
を
「
引
き
上
げ
る
べ
き
」
と
回
答
し

た
病
院
に
対
し
、
実
際
に
１
食
当
た
り
か
か

っ
て
い
る
費
用
と
１
食
当
た
り
の
適
正
な
金

額
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
図
２
の
と
お
り
で
し

た
。
全
体
平
均
で
見
る
と
、
実
際
の
費
用
は

７
２
３
円
で
現
行
の
入
院
時
食
事
療
養
費

（
６
４
０
円
）
と
比
べ
る
と
、
1
食
当
た
り

83
円
超
過
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
適
正
な

金
額
と
し
て
回
答
が
あ
っ
た
８
１
９
円
は
、

１
食
当
た
り
１
７
９
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
東
京
都
の
病
院
の
場
合
、
他
道
府
県

よ
り
も
人
件
費
等
が
高
く
委
託
費
も
上
が
っ

て
し
ま
う
た
め
、
全
国
一
律
の
入
院
時
食
事

療
養
費
で
食
事
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
、

食
事
の
質
と
コ
ス
ト
削
減
の
両
立
が
非
常
に

厳
し
い
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も

踏
ま
え
た
現
状
が
、
本
調
査
で
も
明
ら
か
に

な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始
め
、
21

年
に
は
各
種
補
助
金
や
特
例
措
置
に
よ
り
病

院
経
営
に
も
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
22
年
に
な
る
と
世
界
情
勢
に
よ
る
物
価

高
騰
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
の
病
院
が
受
け
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
、
本
調
査
で
も
改
め
て
示

さ
れ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
実
際
に
、
入
院
時

食
事
療
養
費
の
よ
う
に
、
病
院
側
の
費
用
の

持
ち
出
し
が
増
え
る
な
ど
、
経
営
環
境
は
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。本
調
査
が
、

こ
れ
ら
の
影
響
に
対
す
る
今
後
の
政
策
・
施

策
提
言
に
活
用
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
度
も
ご
多
忙
の
な
か
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
病
院
の
皆
様

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図1　2021年度上半期と比較した2022年度上半期の
　　　電気料金の変化幅（病床規模別）
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立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ

　2023年7月17日、当協
会顧問の中西泉先生(町
田慶泉病院理事長)がご
逝去されました。
　ここに謹んで先生のご
冥福をお祈り申し上げます
とともに、そのご功績を讃え
深く感謝申し上げます。

※暑さ指数
（WBGT）の
詳細は環境
省HPを参照

100床未満
(n＝27)

100床以上 200床未満
(n＝35)

200床以上 300床未満
(n＝17)

300床以上 400床未満
(n＝19)

400床以上 500床未満
(n＝14)

500 床以上
(n＝16)

■減少　■横ばい　■増加 (5％～ 20％未満 )　■増加 (20％～ 50％未満 )　■増加 (50％以上 )

25.0％ 75.0％

42.9％

26.3％73.7％

23.5％

28.6％

11.1％59.3％18.5％
3.7％

7.4％

57.1％8.6％
2.9％

2.9％

52.9％11.8％11.8％

42.9％14.3％
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そ
し
て
、
東
京
都
に
お
け
る
病
院
の
地
位
向

上
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
努
力
い
た
す
所
存

で
す
。
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１：フィッシング
　フィッシングとは、実在するクレジットカー
ド会社やショッピングサイトのほか、運送会社、
金融機関、官公庁等を騙り、メールや SMS で
不特定多数の人にメッセージを送ってフィッシ
ングサイト（本物に酷似した偽サイト）に誘導、
ID・パスワードのアカウント情報やクレジット
カード情報等を入力させて盗む手口です。
　盗まれた情報は、不正送金や商品購入等の犯
罪に使われ、他のサービスで同じパスワードを
使用していると、被害が拡大することがありま
す。フィッシング対策協議会によると、2022
年中の国内のフィッシング報告件数は 96 万
8832 件と過去最高で、本年６月の月別報告件
数は約 15 万件と、こちらも過去最高となって
います。
　フィッシング被害に遭わないためには、▽OS
やセキュリティ対策ソフトは最新にしておく、
▽URL を安易にクリックしない、▽メールで促
されて個人情報を入力しない、▽サイトへのア
クセスは公式アプリや正規サイトから行う、▽

   定期コラム

サイバーセキュリティ対策最新報告
第4回「日常に潜むサイバー犯罪」

パスワードの使い回しをしない──などが挙げ
られます。

２：サポート詐欺
　サポート詐欺とは、パソコンに、「ウイルス
に感染しています。すぐにサポートに連絡して
ください」などの警告画面が現れて、表示され
ている電話番号に電話をすると、ウイルス駆除
のサポート料と称して、コンビニで販売してい
る電子マネーカードの購入や、インターネット
バンキングでの支払いを指示されるというもの
です。
　警告画面が出ると同時に、パソコンから警告
音が鳴り始めることがありますが、犯人がユー
ザーを不安にさせるためのものですので、冷静
に対処してください。サポート詐欺に遭わない
ために最も大切なのは、「警告画面に表示され
た電話番号に電話しない」ことです。
　また、万が一、表示された電話番号に電話し
てしまった場合でも、相手の指示には従わず、
①アプリ（遠隔操作ソフト）をインストールし

ない、②電子マネーを買いに行かない、③インタ
ーネットバンキングで送金しない──ことが重
要です。

３：Fortinet 社製 VPN機器の脆弱性情報
　２月号の本コラムでは、Fortinet 社製 VPN
機器の脆弱性（CVE-2018-13379）について
お知らせしましたが、その後、同機器の新たな
脆弱性（CVE-2023-27997、CVE-2023-333
08）が公表されています。
　いずれの脆弱性も深刻度が高く、放置された
場合、重大な被害が及ぶおそれがありますので、
ご自身の病院で使われている VPN 機器の脆弱
性の有無を、ホームページ等で再度ご確認いた
だくようお願いします。
　今回は、全国的に多発している「フィッシン
グ」と「サポート詐欺」を取り上げましたが、
個人だけでなく、企業・団体にも被害が及んで
います。業務中に不審なメールが着信したり、
警告画面が出たりした場合には、システム担当
者に速やかに報告してください。

　

今
期
（
２
０
２
３
年
）、
東
京
都
病
院
協

会
理
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
板
橋
区
に

あ
る
医
療
法
人
財
団
朔
望
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
病
院
院
長
の
東
海

林
豊
で
す
。
理
事
と
い
う
重
責
の
任
命
を
受

け
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
２
年
前

ま
で
や
は
り
都
病
協
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
改
め
て

復
帰
し
た
形
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
院
長
を
務
め
る
病
院
は
、
板
橋
区
高

島
平
周
辺
の
地
域
医
療
を
担
う
病
院
で
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
・
療
養
病
棟
１
４
５
床
を
有
し

て
お
り
ま
す
。急
速
に
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

求
め
ら
れ
る
医
療
の
質
が
急
激
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
に
伴
っ
て
今
ま
で
と
は
違
っ
た
悩
み
が

湧
き
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
同
じ
よ
う
な
診
療
体
制
を
取

っ
て
い
る
病
院
は
、
同
様
な
変
化
と
悩
み
を

抱
え
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

受
診
す
る
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
様
、
働
く
ス

タ
ッ
フ
の
意
識
が
大
き
く
地
軸
が
動
く
か
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
悩
み
を
会
員

の
病
院
様
と
一
緒
に
解
決
で
き
れ
ば
幸
甚
で

あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
、「
心
理
的
安
全
性
」

を
大
き
な
命
題
と
し
て
掲
げ
て
職
場
環
境
の

改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

前
回
の
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

際
に
、「
医
政
な
く
し
て
医
療
無
し
」
並
び

に
「
病
院
の
経
営
者
に
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

が
必
要
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
河
北
博
文

名
誉
会
長
は
じ
め
、
諸
先
輩
か
ら
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
変
化
が
訪
れ
て
い
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
再
認
識
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
医
師
会
や
東
京
都
の
会
議
に
多
忙

で
あ
っ
た
猪
口
正
孝
会
長
が
、
今
期
か
ら
都

病
協
に
専
念
す
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
都
病
協
で
し
か
成
し
得
な
い
も
の
は
、

「
①
病
院
の
未
来
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
そ

れ
を
実
現
す
る
、②
医
療
制
度
の
よ
り
よ
き

改
善
を
行
政
と
と
も
に
成
す
」
と
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
、
東
京
の
病
院
の
未
来
の
た
め
世
の
中

に
よ
き
こ
と
を
成
す
一
躍
を
担
え
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
前
と
同

様
、竹
川
勝
治
委
員
長
の
も
と
、渉
外
・
広
報
・

会
員
組
織
委
員
会
委
員
と
し
て
貢
献
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。
広
報
を
英
語
で

は
、Public Relations

（
Ｐ
Ｒ
）
と
言
い
、

玉城　成雄

東海林　豊

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新
任
の
ご
挨
拶

複
数
形
で
す
。
都
病
協
の
知
名
度
を
上
げ
る

た
め
の
情
報
発
信
を
す
る
だ
け
な
く
、
外
部

の
関
係
者
と
の
よ
り
よ
い
関
係
を
つ
く
る
こ

と
も
任
務
で
、
情
報
発
信
だ
け
の
一
方
通
行

で
は
な
い
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
の
医
療
に
は
、
病
院
の
存
在
が
何

物
に
も
替
え
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
都
病
協
の
知
名
度
を
上

げ
て
い
く
こ
と
に
、
多
方
面
か
ら
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
浅
学
菲
才
の
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
衛
生
文
化
協
会
城
西
病
院
理
事
長

玉
城
　
成
雄

理
事
就
任
に
あ
た
っ
て

新
任
の
ご
挨
拶

医
療
法
人
財
団
朔
望
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
病
院
院
長

東
海
林
　
豊

投
入
し
、
施
設
の
質
お
よ
び
機
能
の
維
持
・

向
上
の
た
め
に
相
応
の
設
備
投
資
は
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
病
院
と
い
う
大
規
模
か

つ
複
雑
な
組
織
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
人

材
獲
得
、
設
備
投
資
、
資
金
繰
り
な
ど
の
課

題
は
恒
常
的
に
存
在
し
、
経
営
者
に
と
っ
て

悩
み
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
今
回
我
々
が
経
験
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
初
期
の
よ

う
に
、
突
発
的
に
生
じ
、
緊
急
性
の
高
い
、

し
か
も
個
々
の
病
院
ま
た
は
特
定
の
地
域
だ

け
で
は
対
処
で
き
な
い
よ
う
な
難
題
に
は
、

病
院
団
体
と
し
て
行
政
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
各
所
と
の
意
見
調
整
を
行
い
、
最
善
策
を

模
索
し
、
速
や
か
に
実
行
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
猪
口
正
孝
会

長
が
都
内
病
院
の
代
表
と
し
て
東
京
都
と
協

議
し
て
い
る
姿
を
メ
デ
ィ
ア
で
拝
見
し
、
大

変
心
強
か
っ
た
で
す
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
声
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
声
が
集
ま
れ
ば
大
き
な

力
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
会
員
病
院

の
有
す
る
課
題
を
東
京
都
病
院
協
会
で
共
有

し
、
少
し
で
も
解
決
す
る
よ
う
前
進
さ
せ
、

　

地
球
環
境
の
異
常
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る
有
史
以
来
の
最
高
気
温
が
続
い
て
い
る
現

状
に
お
い
て
、Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ（
暑
さ
指
数
）※
な

ど
を
利
用
し
た
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
熱
中
症
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

を
提
言
い
た
し
ま
す
。

　

今
夏
、
日
本
は
地
球
環
境
の
異
常
に
起
因

す
る
と
思
わ
れ
る
猛
暑
が
続
い
て
お
り
、
熱

中
症
を
は
じ
め
と
す
る
熱
関
連
障
害
へ
の
リ

ス
ク
が
か
つ
て
な
く
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
緊
急
の
事
態
に
対
応
す
る
た

め
、
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
な
ど
の
経
営
者
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
屋
外
フ
ェ
ス
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
屋
内

外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
に
対

し
て
、
参
加
者
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
を

第
一
に
考
え
た
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら

わ
れ
な
い
熱
中
症
対
策
を
と
る
こ
と
を
提
言

い
た
し
ま
す
。
以
下
に
、
具
体
的
な
対
応
策

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

１　
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
計
測
と
監
視

・ 

各
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
、Ｗ

　
Ｂ
Ｇ
Ｔ
計
測
機
器
の
設
置
と
適
切
な
計

　
測
・
監
視
を
行
い
環
境
省
の
暑
さ
指
数
※

　
に
基
づ
い
た
対
応
の
遂
行
。

・ 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
を
常
に
把
握
し
、
熱
中
症
リ

　
ス
ク
が
高
ま
っ
た
場
合
に
は
早
急
に
対
応

　
策
を
実
行
。

２　
熱
中
症
対
策
の
徹
底

・ 

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
水
分
や
塩
分
の
補

　
給
や
休
憩
の
頻
度
を
適
切
に
管
理
。

・
フ
ァ
ン
付
き
ウ
エ
ア
等
、
新
し
い
テ
ク
ノ

　
ロ
ジ
ー
の
採
用
。

３　
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
帯
と

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

・
高
温
時
間
帯
を
避
け
る
た
め
に
、
イ
ベ
ン

　
ト
の
時
間
帯
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
朝
や

　
夜
間
に
開
催
す
る
こ
と
や
、
開
催
地
を
変

　
更
す
る
な
ど
の
工
夫
。

・
特
に
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン

　
ト
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
涼
し
い
時
間
帯

　
に
実
施
す
る
よ
う
配
慮
。

４　
必
要
な
情
報
の
提
供

・ 

参
加
者
や
利
用
者
に
対
し
て
、Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

　
値
や
熱
中
症
対
策
に
関
す
る
適
切
な
情
報

　
提
供
。

・ 

熱
中
症
予
防
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
啓
発

　
活
動
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
熱
中

症
に
よ
る
健
康
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
経
営
者
や
主
催
者
に
は
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
社

会
全
体
の
協
力
と
行
動
に
よ
っ
て
、
熱
中
症

死
亡
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
無
作
為
で
は
責
任
を
果
た
せ
ま

せ
ん
。
地
球
環
境
の
変
動
に
対
す
る
対
応
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
共
同
の
責
任
で
す
。

　

引
き
続
き
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
地
域
社

会
全
体
で
熱
中
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
た
び
、
２
０
２
３
年
度
定
時
総
会
に

て
本
協
会
理
事
に
選
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
一
般
社
団
法
人
衛
生
文
化
協
会
城
西
病

院
理
事
長
の
玉
城
成
雄
で
す
。

　

当
院
は
１
９
４
９
年
に
区
西
部
二
次
医
療

圏
で
あ
る
杉
並
区
荻
窪
、
環
状
八
号
線
と
青

梅
街
道
の
交
差
す
る
四
面
道
に
て
開
設
し
ま

し
た
。
主
に
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
か
ら
サ
ブ

ア
キ
ュ
ー
ト
に
対
応
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
50
床
、
長
期
療
養
に
対
応
す
る
療
養
病
床

49
床
、
全
99
床
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
病
院
を

は
じ
め
、
在
宅
診
療
、
デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
さ
ら
に
施
設

お
よ
び
巡
回
健
診
、
保
健
指
導
と
い
っ
た
予

防
医
療
に
も
注
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
大
学
卒
業
後
、
消
化
器
内
科

医
と
し
て
11
年
間
、
大
学
病
院
お
よ
び
関
連

病
院
で
研
さ
ん
を
積
み
、
２
０
０
８
年
７
月

か
ら
当
院
に
入
職
、
13
年
６
月
よ
り
当
法
人

理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

本
協
会
と
の
直
接
の
関
わ
り
は
、
大
久
野

病
院
の
進
藤
晃
先
生
の
推
薦
で
、
20
年
に
慢

性
期
医
療
委
員
会
委
員
を
拝
命
し
て
以
来
と

な
り
ま
す
。
同
委
員
会
の
活
動
を
通
じ
、
本

協
会
が
会
員
病
院
に
対
し
有
益
な
情
報
を
提

供
す
る
以
外
に
も
、
都
内
病
院
の
地
位
向
上

に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

医
療
は
社
会
の
公
器
で
あ
り
、
規
制
産
業

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院

は
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
り
、
さ
ら
に
装
置

産
業
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
公
共
性
の

高
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
各
種
の
厳
格
な
規

制
下
に
置
か
れ
て
い
る
医
療
で
す
が
、
と
り

わ
け
病
院
に
お
い
て
は
、診
療
所
と
異
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
性
の
高
い
人
材
を
数
多
く

　

２
０
２
０
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
と
も
な
い
、
こ
れ

ま
で
二
度
に
わ
た
り
都
内
病
院
の
経
営
状
況

の
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。ま
た
、

関
連
項
目
と
し
て
、
20
年
度
は
人
材
確
保
や

集
患
状
況
、
21
年
度
で
は
補
助
金
の
申
請
・

活
用
状
況
な
ど
も
調
査
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
年
度
は
、
経
営
状
況
の
経
年
比
較
を
行
う

と
と
も
に
、
昨
今
の
世
界
情
勢
に
よ
る
燃
料

価
格
お
よ
び
物
価
の
高
騰
等
に
よ
る
病
院
経

営
の
影
響
に
つ
い
て
、
電
気
代
、
ガ
ス
代
、

入
院
時
食
事
療
養
費
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
調
査

結
果
を
中
心
に
解
説
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
病
院
の

属
性
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
：
都
内
６
３
０
病
院

回
答
：
１
２
８
病
院
（
20
・
３
％
）

開
設
主
体
：
医
療
法
人
58
・
６
％
、
国
立
・
公

立
（
独
立
行
政
法
人
を
含
む
）
14
・
１
％
、
大

学
病
院
９
・
４
％
、
一
般
社
団
・
財
団
８
・
６
％
、

社
会
福
祉
法
人
３
・
９
％
、
そ
の
他
５
・
５
％

病
床
数
：
１
０
０
床
未
満
21
・
１
％

１
０
０
床
以
上
２
０
０
床
未
満
27
・
３
％

２
０
０
床
以
上
３
０
０
床
未
満
13
・
３
％

３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満
14
・
８
％

４
０
０
床
以
上
５
０
０
床
未
満
10
・
９
％

５
０
０
床
以
上
12
・
５
％

　

な
お
、
本
調
査
か
ら
約
半
年
前
の
22
年
６

月
、
東
京
都
病
院
協
会
で
は
会
員
病
院
を
対

象
に
22
年
４
月
分
と
21
年
４
月
分
に
お
け
る

電
気
代
、
ガ
ス
代
の
同
月
比
較
調
査
を
行
い

ま
し
た
（
会
報
第
３
０
４
号
掲
載
）。
こ
の

調
査
は
１
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
の
比
較
だ

っ
た
た
め
、
今
回
は
長
期
的
な
変
化
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
季
節
変
動
な
ど
も
踏
ま
え
た

影
響
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
都
内
病
院
に
お
け
る

電
気
代
・
ガ
ス
代
の
推
移

　

は
じ
め
に
、
物
価
高
騰
の
影
響
の
有
無
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
99
・
２
％
と
ほ
ぼ
全
て

の
回
答
病
院
か
ら
「
影
響
あ
り
」
と
の
ご
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
物
価
高
騰
で

す
が
、
食
材
費
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
も
院
内
の
電
気
代
・
ガ
ス
代
か
ら
救

急
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
ま
で
幅
広
く
、
そ

う
し
た
細
か
い
項
目
が
積
も
っ
て
い
き
経
営

全
体
へ
の
影
響
と
し
て
表
れ
て
い
る
病
院
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

病
院
は
公
定
価
格
の
た
め
、
収
益
の
担
保

に
は
コ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
一
番
大
き
な
コ
ス
ト
は
人
件
費
で
す

が
、
昨
今
の
賃
金
上
昇
の
流
れ
も
あ
り
抑
制

は
難
し
い
で
す
。
よ
っ
て
、
各
医
療
機
関
で

は
そ
れ
以
外
の
項
目
で
の
経
費
削
減
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
と
言
え
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
実
際
の
電
気
代
、
ガ

ス
代
の
変
化
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
22
年
度
上
半
期
の
病
床
規
模
別
１

床
当
た
り
の
電
気
料
金
は
、
１
０
０
床
未
満

の
病
院
が
14
万
１
０
０
０
円
だ
っ
た
の
に
対

し
、
５
０
０
床
以
上
の
病
院
は
29
万
１
０
０

０
円
と
、
規
模
の
大
き
い
群
と
小
さ
い
群
で

２
倍
以
上
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
21
年
度
上
半
期
と
22
年
度
上
半
期

を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
の
病
床
規
模
で
も

８
割
以
上
が
「
増
加
し
た
」
と
回
答
。
具
体

的
な
変
化
幅
に
つ
い
て
は
、
１
０
０
床
未
満

の
病
院
か
ら
３
０
０
床
以
上
４
０
０
床
未
満

の
病
院
ま
で
は
「
20
％
〜
50
％
未
満
」
と
回

答
し
た
割
合
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
し

た
（
図
１
）。

　

一
方
、
４
０
０
床
以
上
５
０
０
床
未
満
の

病
院
は
「
20
％
〜
50
％
未
満
」
が
42
・
９
％
、

「
50
％
以
上
」
が
42
・
９
％
で
拮
抗
し
、
５

０
０
床
以
上
の
病
院
は
「
50
％
以
上
」
が

75
・
０
％
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
21
年
度
と
比
べ
、
中
小
病
院
の
半

数
以
上
が
少
な
く
と
も
１
・
２
倍
以
上
、
５

０
０
床
以
上
の
大
病
院
に
至
っ
て
は
全
体
の

４
分
の
３
が
１
・
５
倍
以
上
の
電
気
代
の
値

上
げ
を
実
感
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、節
電
の
取
り
組
み
の
実
施
状
況
は
、

「
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
」「
未
使
用
時
の
消
灯
の

徹
底
」「
空
調
設
定
温
度
の
見
直
し
」
な
ど

の
回
答
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
22
年
度
上
半
期
の
病
床
規
模
別

１
床
当
た
り
の
ガ
ス
料
金
は
、
１
０
０
床
未

満
の
病
院
で
２
万
９
０
０
０
円
、
５
０
０
床

以
上
の
病
院
で
９
万
４
０
０
０
円
と
、
電
気

料
金
と
同
じ
く
病
床
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
増
加
傾
向
に
あ
り
、
１
０
０
床
未
満
と
５

０
０
床
以
上
で
は
３
倍
以
上
差
が
開
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度
上
半
期
と
の
変
化

幅
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
の
病
床
規
模
で
も

８
割
以
上
が
「
増
加
し
た
」
と
回
答
し
、
５

０
０
床
以
上
の
病
院
で
は
「
50
％
以
上
」
の

増
加
が
75
％
を
占
め
て
い
る
の
は
電
気
料
金

と
同
様
で
し
た
。
た
だ
、
ガ
ス
料
金
に
関
し

て
は
、
５
０
０
床
未
満
の
層
で
も
「
50
％
以

上
」
増
加
し
た
割
合
が
、
電
気
料
金
に
比
べ

て
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

さ
ら
に
、
節
ガ
ス
の
取
り
組
み
の
実
施
状

況
に
関
し
て
は
、「
特
に
な
し
」
と
の
回
答

が
最
も
多
く
、
次
に
「
蒸
気
漏
れ
等
の
チ
ェ

ッ
ク
」「
ボ
イ
ラ
ー
の
空
気
比
見
直
し
」
な

ど
が
続
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
交

換
な
ど
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
で
も
行
え

る
節
電
と
比
べ
、
節
ガ
ス
は
で
き
る
対
策
が

多
く
な
い
う
え
に
、
た
と
え
ば
、Ｇ
Ｈ
Ｐ
か

ら
Ｅ
Ｈ
Ｐ
へ
の
切
り
替
え
な
ど
、
あ
る
程
度

の
設
備
投
資
を
前
提
と
す
る
も
の
が
多
く
、

経
営
状
況
の
厳
し
い
な
か
で
は
取
り
組
み
に

く
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
現
行
の
入
院
時
食
事
療
養
費
と

実
際
の
費
用
・
適
正
金
額
の
比
較

　

病
院
の
給
食
に
か
か
る
経
費
の
変
化
と
26

年
間
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る
入
院
時
食
事

療
養
費
に
つ
い
て
で
す
が
、
22
年
度
上
半
期

の
給
食
材
料
費（
直
営
）と
給
食
委
託
費（
委

託
）
の
２
項
目
に
対
し
て
前
年
度
同
期
比
で

変
化
幅
を
見
た
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
も
「
横
ば

い
（
±
５
％
未
満
）」
は
約
３
割
に
留
ま
り
、

「
５
％
〜
20
％
未
満
増
」
の
割
合
が
半
数
を

占
め
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
調
査
の
設
問
で
入
院
時
食
事

療
養
費
を
「
引
き
上
げ
る
べ
き
」
と
回
答
し

た
病
院
に
対
し
、
実
際
に
１
食
当
た
り
か
か

っ
て
い
る
費
用
と
１
食
当
た
り
の
適
正
な
金

額
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
図
２
の
と
お
り
で
し

た
。
全
体
平
均
で
見
る
と
、
実
際
の
費
用
は

７
２
３
円
で
現
行
の
入
院
時
食
事
療
養
費

（
６
４
０
円
）
と
比
べ
る
と
、
1
食
当
た
り

83
円
超
過
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
適
正
な

金
額
と
し
て
回
答
が
あ
っ
た
８
１
９
円
は
、

１
食
当
た
り
１
７
９
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
東
京
都
の
病
院
の
場
合
、
他
道
府
県

よ
り
も
人
件
費
等
が
高
く
委
託
費
も
上
が
っ

て
し
ま
う
た
め
、
全
国
一
律
の
入
院
時
食
事

療
養
費
で
食
事
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
と
、

食
事
の
質
と
コ
ス
ト
削
減
の
両
立
が
非
常
に

厳
し
い
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も

踏
ま
え
た
現
状
が
、
本
調
査
で
も
明
ら
か
に

な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

20
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始
め
、
21

年
に
は
各
種
補
助
金
や
特
例
措
置
に
よ
り
病

院
経
営
に
も
支
援
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
22
年
に
な
る
と
世
界
情
勢
に
よ
る
物
価

高
騰
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
の
病
院
が
受
け
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
、
本
調
査
で
も
改
め
て
示

さ
れ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
実
際
に
、
入
院
時

食
事
療
養
費
の
よ
う
に
、
病
院
側
の
費
用
の

持
ち
出
し
が
増
え
る
な
ど
、
経
営
環
境
は
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。本
調
査
が
、

こ
れ
ら
の
影
響
に
対
す
る
今
後
の
政
策
・
施

策
提
言
に
活
用
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
度
も
ご
多
忙
の
な
か
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
病
院
の
皆
様

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同調査の詳細は
東京都病院協会

ホームページにも掲載

警視庁サイバーセキュリティ対策本部対策第二担当
☎03-3581-4321（内線7861－2231から2235)
午前9時～午後5時

図2　入院時食事療養費を引き上げるべきとした病院における実際に
　　　 1食当たりかかっている費用と1食当たりの適正な金額（病床規模別）
■実際に1食当たりかかっている費用　■1食あたりの適正な金額　　単位：円

723

全体
(n＝94)

100 床未満
(n＝18)

100 床以上
200床未満
(n＝24)

200 床以上
300床未満
(n＝11)

300 床以上
400床未満
(n＝14)

400 床以上
500床未満
(n＝13)

500 床以上
(n＝14)

819

668
788

704
833

621
756 743

806 779 831 831 889




